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四

顧
客
等
と
の
取
引
が
第
二
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
取
引
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
取
引
を
行
う
に
際

し
て
、
当
該
取
引
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
職
員
に
当
該
取
引
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
法
第
十
一
条
第
三
号
の
規
定

に
よ
り
選
任
し
た
者
の
承
認
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

五

前
号
に
規
定
す
る
取
引
に
つ
い
て
、第
二
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
情
報
の
収
集
、整
理
及
び
分
析
を
行
っ

た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
、
確
認
記
録
又
は
取
引
記

録
等
と
共
に
保
存
す
る
こ
と
。

六

取
引
時
確
認
等
の
措
置
の
的
確
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
者
を
特
定
業
務
に
従
事
す
る
職
員
と

し
て
採
用
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七

取
引
時
確
認
等
の
措
置
の
的
確
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

２

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
国
内
に
本
店
又
は
主
た
る
営
業
所
若

し
く
は
事
務
所
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
外
国
に
お
い
て
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
業
務
に
相
当
す
る
業
務
を
営
む
外
国
会
社
の
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え
る
議
決
権
を
直
接
若
し
く
は

間
接
に
有
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
営
業
所
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
外
国
所
在
営
業
所
」
と
い
う
。）を
有
す
る

場
合
で
あ
っ
て
、
法
、
令
及
び
こ
の
命
令
に
相
当
す
る
当
該
外
国
の
法
令
に
規
定
す
る
取
引
時
確
認
等
の
措
置
に
相

当
す
る
措
置
が
取
引
時
確
認
等
の
措
置
よ
り
緩
や
か
な
と
き
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務

省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一

当
該
外
国
会
社
及
び
当
該
外
国
所
在
営
業
所
に
お
け
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
必
要
な
注
意
を
払
う

と
と
も
に
、
当
該
外
国
の
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
当
該
外
国
会
社
及
び
当
該
外
国
所
在
営
業
所
に

よ
る
取
引
時
確
認
等
の
措
置
に
準
じ
た
措
置
の
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
。

二

当
該
外
国
に
お
い
て
、
取
引
時
確
認
等
の
措
置
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
当
該
外
国
の
法
令
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
る
た
め
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
行
政
庁
に
通
知
す
る

こ
と
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
特
定
事
業
者
が
当
該
外
国
会
社
の
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え
る
議
決
権
を
直

接
又
は
間
接
に
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
合
計
し
た
割
合
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

一

特
定
事
業
者
が
自
己
の
計
算
に
お
い
て
有
す
る
当
該
外
国
会
社
の
議
決
権
が
当
該
外
国
会
社
の
議
決
権
の
総
数

に
占
め
る
割
合

二

特
定
事
業
者
の
子
法
人
（
特
定
事
業
者
が
そ
の
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え
る
議
決
権
を
自
己
の
計
算

に
お
い
て
有
す
る
法
人
を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
定
事
業
者
及
び
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人

又
は
当
該
特
定
事
業
者
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
が
議
決
権
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え
る
議
決
権
を
有

す
る
他
の
法
人
は
、
当
該
特
定
事
業
者
の
子
法
人
と
み
な
す
。）が
自
己
の
計
算
に
お
い
て
有
す
る
当
該
外
国
会
社

の
議
決
権
が
当
該
外
国
会
社
の
議
決
権
の
総
数
に
占
め
る
割
合

（
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
と
の
契
約
締
結
に
際
し
て
行
う
確
認
の
方
法
）

第
二
十
八
条

法
第
九
条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
（
同
条
に
規
定
す
る

外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）か
ら
申
告
を
受
け
る
方
法
又
は
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
若
し
く

は
外
国
の
法
令
上
法
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
行
政
庁
に
相
当
す
る
外
国
の
機
関
に
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
当
該
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
に
係
る
情
報
を
閲
覧
し
て

確
認
す
る
方
法
と
す
る
。

（
取
引
時
確
認
等
相
当
措
置
を
的
確
に
行
う
た
め
に
必
要
な
基
準
）

第
二
十
九
条

法
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
が
、
取
引
時

確
認
等
相
当
措
置
（
同
号
に
規
定
す
る
取
引
時
確
認
等
相
当
措
置
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
的
確
に
行
う
た
め
に
必
要
な
営
業
所
そ
の
他
の
施
設
及
び
取
引
時
確
認
等
相
当
措
置
の

実
施
を
統
括
管
理
す
る
者
を
当
該
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
の
所
在
す
る
国
又
は
当
該
所
在
す
る
国
以
外
の
外
国
に

置
き
、
か
つ
、
取
引
時
確
認
等
相
当
措
置
の
実
施
に
関
し
、
法
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
に
規
定
す
る
行
政
庁

の
職
務
に
相
当
す
る
職
務
を
行
う
当
該
所
在
す
る
国
又
は
当
該
外
国
の
機
関
の
適
切
な
監
督
を
受
け
て
い
る
状
態
に

あ
る
こ
と
と
す
る
。

４

特
定
金
融
機
関
が
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
と
の
間
で
為
替
取
引
を
継
続
的
に
又
は
反
復
し
て
行
う
こ
と
を
内
容

と
す
る
契
約
を
締
結
し
て
為
替
取
引
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定

め
る
措
置
は
、
第
一
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一

外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
に
お
け
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
係
る
体
制
の
整
備
の
状
況
、
当
該
外
国

為
替
取
引
業
者
の
営
業
の
実
態
及
び
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
行
政
庁
の
職
務
に
相
当
す
る
職
務
を
行
う
当
該
外

国
の
機
関
が
同
条
に
相
当
す
る
当
該
外
国
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
に
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
か
ど
う
か
そ
の
他
の
当
該
外
国
の
機
関
が
当
該
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者

に
対
し
て
行
う
監
督
の
実
態
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
に
基
づ
き
、
当
該
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
の
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転

防
止
に
係
る
体
制
を
評
価
す
る
こ
と
。

三

法
第
十
一
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
者
の
承
認
そ
の
他
の
契
約
の
締
結
に
係
る
審
査
の
手
順
を
定
め

た
規
程
を
作
成
す
る
こ
と
。

四

特
定
金
融
機
関
が
行
う
取
引
時
確
認
等
の
措
置
及
び
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
が
行
う
取
引
時
確
認
等
相
当
措

置
の
実
施
に
係
る
責
任
に
関
す
る
事
項
を
文
書
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
。

第
二
十
三
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
項
目
）

第
二
十
六
条

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
項
目
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目
と
す
る
。

一

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
特
定
事
業
者
が
他
の
顧
客
等
と
の
間
で
通
常
行
う
特
定
業
務
に
係
る
取
引

の
態
様
と
の
比
較

二

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
特
定
事
業
者
が
当
該
顧
客
等
と
の
間
で
行
っ
た
他
の
特
定
業
務
に
係
る
取

引
の
態
様
と
の
比
較

三

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
当
該
取
引
に
係
る
取
引
時
確
認
の
結
果
そ
の
他
特
定
事
業
者
が
当
該
取
引

時
確
認
の
結
果
に
関
し
て
有
す
る
情
報
と
の
整
合
性

（
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
）

第
二
十
七
条

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
取
引
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

一

特
定
業
務
に
係
る
取
引
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
取
引
を
除
く
。）
前
条
に
規
定
す
る
項
目
に
従
っ
て
当

該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法

二

既
に
確
認
記
録
又
は
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
取
引
記
録
」
と
い
う
。）

を
作
成
し
、
及
び
保
存
し
て
い
る
顧
客
等
（
次
号
に
お
い
て
「
既
存
顧
客
」
と
い
う
。）と
の
間
で
行
っ
た
特
定
業

務
に
係
る
取
引
（
同
号
に
掲
げ
る
取
引
を
除
く
。）
当
該
顧
客
等
の
確
認
記
録
、当
該
顧
客
等
に
係
る
取
引
記
録
、

第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
措
置
に
よ
り
得
た
情
報
そ
の
他
の
当
該
取
引
に
関
す
る
情
報

を
精
査
し
、
か
つ
、
前
条
に
規
定
す
る
項
目
に
従
っ
て
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

方
法

三

特
定
業
務
に
係
る
取
引
の
う
ち
、
法
第
四
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
も
の
若
し
く
は
第
五
条
に
規
定
す
る
も

の
又
は
こ
れ
ら
以
外
の
も
の
で
法
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
（
以
下
単
に
「
犯

罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
」
と
い
う
。）に
お
い
て
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
制
度
の
整
備
の
状

況
か
ら
注
意
を
要
す
る
と
さ
れ
た
国
若
し
く
は
地
域
に
居
住
し
若
し
く
は
所
在
す
る
顧
客
等
と
の
間
で
行
う
も
の

そ
の
他
の
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
の
内
容
を
勘
案
し
て
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
が
高

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

第
一
号
に
定
め
る
方
法
（
既
存
顧
客
と
の
間
で
行
っ
た
取
引
に
あ
っ
て
は
、
前
号
に
定

め
る
方
法
）
及
び
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
に
対
す
る
質
問
そ
の
他
の
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
法
第
十
一
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
者
又
は
こ
れ

に
相
当
す
る
者
に
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
さ
せ
る
方
法
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